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【目 的】 
ガラクトース特異性レクチンである soybean agglutinin（SBA）を用いた母体血
中胎児有核赤血球回収（Lectin-based erythroblast isolation: LBEI）による非侵
襲的出生前診断の有用性と効率性を検証することを目的とする。 
【対象および方法】 
1)  39 名の妊婦より静脈採血を行った。密度勾配遠心法で母体赤血球や一部
の白血球の除去を行った後に、抗 CD45 抗体結合ディッシュを用いて白血球除
去を行い、有核赤血球とリンパ球を抽出した。これに血球表面の炭水化物と結
合する性質を持つ SBA を加え、 ガラクトース結合ビニルポリマーでコーティン
グされたスライドに SBA と結合した血球成分を吸着させた。 このスライドに
メイギムザ染色を行い、自動画像解析装置を用いて、細胞径・核/細胞質面積
比を基に、胎児有核赤血球を形態学的に同定した。 
2)  男児を妊娠している妊婦 14 名から本法で抽出した胎児有核赤血球に蛍光
in situ ハイブリダイゼーション（FISH）を行い、Y 染色体の検出を行った。 
3)  男児を妊娠している妊婦 8 名から胎児有核赤血球を抽出した後に、レーザ
ーチャプチャーマイクロダイセクション（LCM）法で胎児有核赤血球を単離し、
SRY 遺伝子の増幅を行った。 
【結 果】 
1) 本方法を行った 39 検体すべてで胎児有核赤血球を抽出することが出来た
（18〜6000 細胞 / 静脈血 10ml）。10 ml の静脈血を検査するのに要したスラ
イドは 1 枚から 6 枚であり臨床的に実用可能な枚数であった。 
2) 男児を妊娠している妊婦 14 名から抽出された有核赤血球のうち 7.5〜
43.6%に FISH 法で Y 染色体が検出された。 
3) 男児を妊娠している妊婦 8 名中 7 名において、LBEI 法と LCM 法を用いて
単離された胎児有核赤血球で SRY 遺伝子が増幅された。 
【考 察】 
 近年普及している母体血中胎児 cell-free DNA を用いた非侵襲的胎児染色体 
検査はダウン症の検出に 99%以上の感度を持つ非常に優れた検査であるが、 
診断確定には従来通り侵襲的な羊水検査あるいは絨毛検査が必要となる。 
 母体血中胎児有核赤血球を用いた出生前検査は非侵襲的な出生前診断法とし
て期待されてきた。様々なモノクローナル抗体を用いた方法が報告されてきた
が、母体血中胎児有核赤血球は非常に数が少なく抽出が困難であり、いずれも
実用段階には至っていない。 
 LBEI 法は赤芽球系細胞が細胞表面にガラクトースを豊富に持つことを利用
した方法であるが、検査に時間がかかることや白血球の混入が問題となってき
た。今回我々は自動画像解析装置と抗 CD45 抗体を用いた白血球除去を導入す
ることにより、効率的な胎児有核赤血球抽出に成功するとともに、LCM 法を
用いて胎児細胞を単離することに成功した。 
【結 論】 
 LBEI 法は 臨床的に実用可能な出生前診断法であると考えられた。LBEI 法と
LCM を組み合わせることで、胎児細胞を単離することが可能であり、今後、
非侵襲的胎児診断への実用が期待された。 
